
 遠野町の環境を考える友の会が進めてきた「遠野町に計画されている２つの発電計画に反対する署名」 

が、昨年12月で遠野町から1357世帯で3188名の方から署名をいただきました。また、遠野町以外でもこの発 

電計画聞き、心配して署名を寄せて下さった方が４０２筆となりました。 

ご協力ありがとうございました。（滝地区と遠野町以外の地域の署名は近々県に届ける予定です。） 

 住民の多くが発電計画の反対署名に賛同したことに疑問をもたれて、県に問い合わせをされた方がいた 

様ですが、間違いなく遠野町の民意は「この発電事業計画に反対」と言えるでしょう。 

いま大事なことは、住民が最も心配している土砂災害や生活水の汚濁についてしっかり検証し、少しでも心 

配があれば計画中止を求める勇気を持つことではないでしょうか。 

 

 

遠
野
地
区
に
計
画
が
予
定
さ
れ
て
い
る
２
つ
の
風
力
発
電
事
業
の
う
ち
、
三
大
明
神

風
力
の
方
は
、
「実
績
が
あ
る
業
者
だ
か
ら
大
丈
夫
」「も
う
決
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
」と

い
う
と
ら
え
方
を
す
る
方
が
い
ま
す
。 

し
か
し
、
三
大
明
神
風
力
の
環
境
評
価
準
備
書
に
対
し
、
経
産
大
臣
か
ら
こ
の
準
備

書
の
内
容
で
は
環
境
に
重
大
な
懸
念
が
あ
る
と
し
、
計
画
の
中
止
を
含
め
た
大
幅
な
変

更
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
改
正
事
業
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
「住
民
と
の
合
意

形
成
」を
強
く
求
め
て
い
ま
す
。
会
の
署
名
結
果
は
「こ
の
事
業
へ
の
反
対
」が
住
民
の
多

数
意
見
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

三
大
明
神
風
力
は
遠
野
風
力
に
比
べ
て
問
題
点
が
少
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
本
当
に
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
の
事
業
は
ア
カ
シ
ア
リ
ニ
ュ
ー
ア

ブ
ル
ズ
㈱
と
比
べ
て
問
題
が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

遠
野
町
に
お
け
る
事
業
計
画
で
特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
土
砂
災
害
の
危
険

性
と
生
活
用
水
に
対
す
る
影
響
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
土
砂
災
害
危
険
個
所
と

し
て
い
わ
き
市
主
催
で
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
地
域
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
ど
ち
ら
の
事
業
者
も
、
そ
の
２
つ
の
問
題
に
関
し
て
環
境
影
響
評
価
項
目

と
し
て
は
取
り
上
げ
て
い
ま
せ
ん
。
ア
カ
シ
ア
に
関
し
て
は
、
住
民
に
強
く
指
摘
さ
れ

て
、
環
境
影
響
評
価
と
は
別
に
独
自
調
査
を
行
う
と
言
明
し
て
い
ま
す
が
、
ユ
ー
ラ
ス

側
か
ら
は
そ
れ
す
ら
も
行
う
と
い
う
よ
う
に
聞
い
て
い
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
の
業
者
も
、
住

民
に
一
番
影
響
の
大
き
い
環
境
変
化
に
つ
い
て
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
る
評
価
項
目
に

入
れ
な
い
と
い
う
の
は
論
外
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

行政区分 地域名 世帯数 署名世帯数 署名世帯率 署名数 備考
入定 62
入上 53
中野・天王 30
小計 145
関屋・落合 31
西根 26
前田 47
東山 39
小計 143

78 63 81% 144
100 92 92% 234
216 184 85% 449
682 588 86% 1479
171 158 92% 348
301 274 91% 663
91 64 70% 150
178 158 89% 315 県に提出予定

150 115 77% 233 県に提出予定

891 769 86% 1709
1573 1357 86% 3188

402 県に提出予定遠野町以外の地域の署名

上根本
下根本
深山田

小計
根岸
上遠野
大平
上滝
下滝

小計

合計

遠野町に計画されている2つの発電所に反対する署名の集計表（2018年12月21日現在）

入遠野１ 141 97% 372

入遠野2 108 76% 280

事業者や風電推進者は「固定資産税で市の税収が増える」というのを、導入のメ

リットして、よく取り上げます。そこですでに稼働している川前地区の小白井

（2100kw・13基）での固定資産税を問い合わせたところ約3000万円。ただし、その

75%分が交付税から差し引かれるので、実質年間約750万の増収にしかなりません。 



さ
る
⒒
月
⒚
日
、
７
月
３
日
に
住
民
説
明

会
が
行
わ
れ
た
「（仮
称
）
遠
野
風
力
発
電
事

業
」（ア
カ
シ
ア
・リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
ズ
㈱
）の

「環
境
影
響
評
価
方
法
書
に
対
す
る
知
事
意

見
」が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

方
法
者
に
対
し
て
「多
く
の
事
項
が
未
定

及
び
検
討
中
」、
「内
容
に
不
備
や
修
正
を

要
す
る
点
が
確
認
さ
れ
た
」点
を
指
摘
し
な

が
ら
、
「
風
力
発
電
施
設
及
び
関
連
施
設
の

建
設
及
び
稼
働
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
を
的

確
に
把
握
し
、
周
辺
へ
の
重
大
な
環
境
影
響

を
極
力
回
避
又
は
低
減
す
る
事
業
計
画
と

す
る
こ
と
」 

、
「周
辺
へ
の
重
大
な
環
境
影
響

を
回
避
で
き
な
い
場
合
は
、
事
業
計
画
の
中

止
を
含
め
た
抜 

本
的
な
見
直
し
を
検
討
す

る
こ
と
」と
指
摘
し
ま
し
た
。 

 

知
事
意
見
で
は
「対
象
事
業
実
施
区
域
の

大
部
分
が
、
大
雨
や
地
震
な
ど
で
土
砂
災
害

に
よ
る
被
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
（土
砂

災
害
危
険
箇
所
）
で
あ
り
、
ま
た
対
象
事
業

実
施
区
域
の
周
辺
に
は
湯
ノ
岳
断
層
が
存

在
し
て
い
る
」、
「対
象
事
業
実
施
区
域
は
複

数
の
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
近
接
し
て
い

る
ほ
か
、
比
較
的
雨
量
の
多
い
地
域
で
あ

り
、
平
成
２
０
年
８
月
末
豪
雨
の
際
、
対
象

事
業
実
施
区
域
内
の
遠
野
町
入
遠
野
字
久

保
目
地
内
に
お
い
て
大
規
模
な
土
砂
災
害

が
発
生
し
て
い
る
」、
「想
定
降
水
量
に
つ
い
て

は
過
去
の
雨
量
デ
ー
タ
の
最
大
値
を
用
い
る

こ
と
や
、
想 

定
を
超
え
る
降
雨
が
発
生
す

る
こ
と
も
考
慮
し
た
施
工
計
画
」を
求
め
る

な
ど
、
計
画
地
が
土
砂
災
害
の
危
険
が
現
実

に
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

  

さ
ら
に
、
水
の
問
題
に
つ
い
て
も
「対
象
事

業
実
施
区
域
及
び
そ
の
周
辺
で
は
、
地
域
住

民
が
生
活
用
水
と
し
て
地
下
水
、
湧
水
、 

表

流
水
等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
設

工
事
に
伴
う
森
林
伐
開
等
に
よ
り
生
活
用

水
へ
の 

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
環
境
影
響
評
価
と
は
別
に
、
事
前
に
地

域
住
民
等
広
範
囲
の
へ
丁
寧
な
説
明
を
行

い
、
十
分
な
理
解
を
得
た
う
え
で
生
活
用
水

に
関
す
る
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
」と
記
さ

れ
、
当
会
が
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
点
が

ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。 

 

区
長
会
通
信
第
二
号
の
中
で
、
「搬
入
路

は
既
存
の
幅
３
ｍ
の
林
道
を
１
ｍ
程
度
拡
幅
す

る
工
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
土
地
の
改
変
は

最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
」と
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
事
業
者
の
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー

は
、
「事
業
計
画
地
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
区
域

で
搬
入
路
は
新
設
」と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。 

改
め
て
こ
の
問
題
で
問
い
合
わ
せ
て
み
る

と
、
事
業
者
側
の
回
答
は
「搬
入
路
は4m

の

幅
員
が
必
要
で
あ
る
が
、
既
存
道
が
あ
る
箇

所
に
つ
い
て
は
約3m

あ
る
の
で1m

程
拡
幅
す

れ
ば
搬
入
は
可
能
」と
説
明
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。 

既
存
道
を
使
う
の
は
、
湯
の
岳
方
面
か
ら

田
代
の
間
と
三
大
明
神
山
付
近
の
林
道
で
、

遠
野
地
区
の
上
を
通
る
搬
入
路
は
ほ
と
ん
ど

が
新
設
道
路
で
す
。
（下
図
参
照
） 

  

土
地
の
改
変
は
「最
小
限
に
留
め
ら
れ
る
」

の
は
既
存
林
道
区
間
の
み
で
、
工
事
全
体
と

し
て
は
搬
入
路
の
新
設
と
風
車
設
置
で
広
範

囲
の
森
林
伐
採
と
土
地
の
改
変
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

し
か
も
、
二
ッ
石
山
か
ら
鶴
石
山
に
か
け

て
は
尾
根
幅
も
狭
く
、
高
低
差
の
大
き
な

ピ
ー
ク
が
続
き
、
大
量
の
切
土
と
盛
り
土
が

施
工
さ
れ
、
土
砂
災
害
の
危
険
を
増
す
心
配

が
あ
り
ま
す
。 

集落で協力して沢水利用例 森林の中に石塊が多数見られる 

尾根付近に見られる巨石群 

既存林道の利用 

新設の搬入・工事用道路 

 遠野町の環境を考える友の会  
  連絡先：東山広幸（入遠野）090-8258-1181  

 Facebookアドレス：www.facebook.com/tohnomachikankyo/  

 当会の活動は、賛同いただける方の寄付で成り 

 立っています。 


